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P13b オリオンKL領域のH2OメーザーのSTRONG BURST II
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我々は、鹿児島６m電波望遠鏡を使い、1998年 1月から星形成領域であるオリオンKL領域のH2Oメーザー
(22GHz)源に強く急激なバースト (電波強度の増加現象) が始まっていることを発見し、春季年会で速報した。
オリオンKL領域の H2Oメーザー源のうちバーストを起こしているのは 7.8km/s成分であり、この成分の強
度は 1997年 11月以前は 1.5× 104 Jy程度だったが、1998年 1月から 5月にかけて急激に増光し、5月中旬に
は１１月以前の強度の約 290倍 (2.8× 106 Jy)に達した。7月現在、強度増加は小康状態にあり、今後さらに強
度増加が続くのか、あるいは減少に転ずるのかをスペクトルの形状変化の有無ととともに数日に１回程度の頻度
で継続的に監視している。我々はまた、オリオンKL領域における前回のバースト (約１５年前)のときに議論さ
れた数１０分程度の短期の強度変動の有無についても調査を行っている。オリオン KL領域における H2Oメー
ザーバーストの発見以降、我々を含めた国内研究者によりオリオンKL領域のVLBI観測が繰り返して行われて
おり、現在、これらのデータの解析も進めているところである。学会では、６m電波望遠鏡による強度／スペク
トル観測の解析結果およびVLBI観測の解析結果について報告する。


